

















































































































































































































































































業化モデルである。その 1 つは 18 世紀後半から 19 世紀前半のイギリスにおける工業













































第 5 章では、第 1～４章までの分析研究をもとに、本論の主要のテーマである中国日
系企業の経営のあり方と人づくりのあり方について、現地調査をふまえ総括した。 
第 1に、中国に進出する日系食品メーカーの総経理経験者 2名（設立期の総経理、現
総経理（2013 年 5 月現在）に聞き取りを行うとともに、上海にある中国現地工場を午


























 次に、本研究において今後さらに深めるべき課題として、以下の 4点を挙げる。 
 
 








て、2011 年 4 月天津日系メーカーにおける日本人総経理、及び北京の中国人中小企業
経営者へのインタビュー調査を実施した。さらには、2012年 8月、12月に日系食品メ

























































































序章 本研究の分析視角とアプローチ －中国の日系企業にみる現地経営と人づくりの課題－ 
第 1章 日本的経営にみるグローバル化と経営理念  －トヨタと東芝の事例に学ぶ－ 
第 2章 中国・欧米に学ぶ日本的経営の先駆的な理念とモデル －信用重視型経営理念の源流と融合的展開－ 
第 3章 中国改革開放以降の工業化にみる労働環境の変容と課題 －英・日・中の歴史的比較視点をふまえて－ 
第 4章 中国における企業倫理の新たな潮流と課題 －日中比較の倫理的視座－ 
第 5章 中国の日系企業にみる経営理念の具現化 －H食品（上海）の創造的モデルに学ぶ－ 
終章 総括と課題 －中国における日系企業の持続的経営に向けて－ 
研究アプローチ 
グローバル視点からの比較分析アプローチ  
・日本的経営をグローバル視点から捉え直す ・経営理念の 21世紀的意味を日米中の比較をふまえ考察 
・日中欧米の経営思想の融合的展開 ・英日中の工業化にみる労働環境の変容とその比較分析 
中国企業の労働問題・経営革新アプローチ 
・中国労働事情の現状と課題 ・中国における企業経営の現地調査 
日系企業にみる経営理念展開プロセス分析アプローチ 
・中国日系部品メーカーへの現地調査 ・中国日系食品メーカーへの企業調査 
研究目的 
本研究では、経営の組織・人材に着目し、中国日系企業における経営理念を重視した創造的経営と人づくりのあ
り方について考察解明するものである。 
 
 
出所：筆者作成 
